
















 

 

 

   
昭和２３年 被災状況（旧花山村座主橋付近） 昭和２３年 洪水状況（旧築館町） 建設中の花山ダム 

   
花山湖水没前の全景 洪水調節中の花山ダム 現在の栗駒ダム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

栗原のダム建設の歴史 

ミニ知識  

迫川の名前の由来 

山の間という意味の

「峡（はざま）」から、

はさま（迫）という説

や、この地方が奈良平

安初期の時代までの長

い間、大和朝廷と蝦夷

勢力との接触の挟間、

つまり境界線でもあっ

たことから名づけられ

たともいわれていま

す。 古くは花山川、輝

（照）井川、阿栗川、

阿久利川、一迫川と呼

ばれていました。 

１．花山ダム・栗駒ダムの建設 

迫川は江戸時代から河川の改修が続けられてきたが、昭和２２年のカスリン台風、昭和２３年のアイオン台風

により、甚大な洪水被害を立て続けに受けた。 

 このため、洪水被害を軽減することを目的に、迫川上流に花山ダム（Ｓ３２完成）・玉山ダム（Ｓ３７年完成、

現栗駒ダム）を建設することとなった。 

 

２．荒砥沢ダム・小田ダムの建設 

迫川流域では江戸時代から昭和初期までに１０年に１回の割合で干ばつが発生

した記録が残っているほど、水不足が起きやすい地域である。 

花山ダム・栗駒ダムが完成したが、慢性的な水不足が発生していたため、農業用

ダムとして荒砥沢ダム（Ｈ１０完成）・小田ダム（Ｈ１７完成）が建設されること

になり、完成後は用水の安定供給を行っている。 

 また、当初は農業用ダムとして工事が始まったが、治水の目的も追加され、洪水

被害の軽減も行っている。 

 小田ダムでは、希少生物のために、ビオトープ池を設置し、ダム建設による生態

系への悪影響を少なくしている。 

貯水前荒砥沢ダム 小田ダムビオトープ池 



   
行者滝 石楠花(ｼｬｸﾅｹﾞ)自生地 寒湯御番所 

   
浅布渓谷 花山湖畔ミズバショウ公園 花山鉄砲祭り 

   
小僧不動の滝 一迫あやめ園 伊豆沼 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ダム周辺の見どころ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ダム周辺の生き物 
ダム湖・周辺河川 

ダム湖周辺 

 

 

 

 

 

 
コイ フナ イワナ 

 

 

 

 

 

 
ヤマメ アユ スナヤツメ 

 

 

 

 

 

 

 
オオルリボシヤンマ ルリボシヤンマ ニホンカモシカ 

 

 

 

 

 

 
ツチガエル イモリ マムシ 

 

 

 

 

 

 
ゲンゴロウ ミクリ シラネアオイ 
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